
超高温プラズマの「ミクロ集団現象」と核融合科学
フュージョンエネルギー実用化に向けた最大の課題は、核融合システムのコンパクト化である。炉心を小さくすると、プラズ
マ中の温度勾配が大きくなり、複雑な揺らぎが発生して、閉じ込めの劣化や、突発的な不安定性が起こる。核融合炉のみなら
ず宇宙・天体にも共通する、プラズマに独特な揺らぎの発生原因とその影響を解明するために、超高温プラズマのミクロな状
態を高精度で制御・操作し、世界最高の分解能で計測する実験システムを構築する。計測と理論・シミュレーションを連携
し、核融合イノベーションを駆動する指導原理を提示する。

10年目9年目8年目7年目6年目5年目4年目3年目2年目1年目
既存プラズマ装置
新規プラズマ装置
計測・制御装置

装置整備

実験・研究

＜年次計画＞
＜所要経費（百万円）＞ 総額：33,040（設備費：21,300、 人件費：400、 運営費：11,340）

自然科学研究機構
核融合科学研究所

整備
製作・導入 増強

移設・整備 増強
フェーズ1実験 フェーズ2実験

実験と連携した理論・シミュレーション研究

炉心プラズマのコンパクト化への挑戦
～フュージョンエネルギー実用化へ向けた主戦場～

コンパクト化  温度勾配増加  揺らぎによ
る閉じ込め劣化  性能限界

揺らぎ ＝「ミクロ集団現象」のメカニズム
解明が閉じ込め改善の鍵

揺らぎを生み出す原因は速度分布関数の歪み
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